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烈

祖

成

績

序

神
祖
（

家

康

）

参
遠
（

参

河

・

遠

江

）

に
龍
興
す
。
反
乱
を
平
ら
げ
妖
氛 ふん
を
掃
き
、
生
民
を
塗
炭
よ

り
救
ひ
、
以
て
盤
石
の
基
を
建
つ
。
文
徳
武
功
、
輿 よ

誦
し
ょ
う

に
播
げ
方
策
に
布 の

ぶ
（
世
の
人
の
こ
と
ば
や

書
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
）
。
当 まさ
に
是
れ
諸
記
所
載
の
如
し
。

各
お
の
お
の

其
の
見
聞
す
る
所
を
伝
へ
、
皆
実
事

を
記
す
る
に
非
ざ
る
は
莫 な

し
。
而
し
て
見
る
所
異
有
り
、
聞
く
所
同
じ
か
ら
ず
。
其
の
間
、
詳

略
差
誤
無
き
こ
と
能 あた
は
ず
。
神
祖
の
時
、
今
を
距 へだ
つ
る
こ
と
僅
か
百
年
、
而
し
て
諸
説
紛 ふん
紛 ぷん
と

し
て
、
統
一
す
る
所
無
し
。
豈 あ

に
重
な
ら
ざ
る
や
。
惜
し
む
べ
し
。
我
が
成
公
（
水
戸
藩

主
四

代

徳

川
宗
堯
）
、
励 れい
精 せい
治
を
図
り
、
祖
宗
の
風
烈
（
人
柄
と
手
柄
）

を
欽 きん
仰
ぎ
ょ
う

す
。
臨
政
の
暇
に
侍
臣
を
し
て

近
世
諸
記
を
読
ま
し
め
、
神
祖
の
事
に
至
る
。
最
も
深
く
意
を
致
す
府 ふ

僚
り
ょ
う

、
安
積
覚

字
あ
ざ
な

子
先
は
、

耆 き

宿
し
ゅ
く

博 はく
洽 こう
（
学
問
が
有
り
徳
望
の
高
い
人
）
近
世
軍
記
に
最
熟
す
。
公
命
じ
て
神
祖
の
事
業
を
彙 い

纂 さん
（
集

め
分
類
編
集
す
る
）

し
、
一
書
を
勒 ろく
成 せい
（
調
整
し
て
刻
む
）

せ
し
む
。
子
先
遂
に
群
籍
を
参 さん
覈 かく
（
厳
し
く

調
べ
る

）

し
、
閲
す
る
こ
と
数
年
に
し
て
脱
稿
す
。
凡 およ
そ
十
有
五
巻
。
起
筆
の
初
め
一
巻
を
録
し
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進
止
を
取
る
（
編
集
に
つ
い
て
公
の
許
可
を
受
け
る
）
。
体
裁

称
し
ょ
う

旨 し

、
名
を
烈 れつ
祖 そ

成 せい
績 せき
と
賜
わ
る
。
其
の

書
を
為 な

す
や
。
天 てん
文 ぶん
に
起
こ
し
、
元 げん
和 な

ま
で
と
す
。
凡
そ
神
祖
の
謀
議
挙
動
は
神
智
妙
算
な
り
。

一
に
年
月
を
繋 つな
ぎ
、
粲 さん
然 ぜん
と
し
て
叙
す
る
有
り
。
諸
記
載 の

す
る
所
参 さん
互 ご

考
索
す
。
稗 はい
編 へん
叢 そう
書 しょ
、
究
き
ゅ
う

捜 そう
遺 のこ
る
弗 な

し
。
浮 ふ

華 か

を
刊 けず
り
、
闕 けつ
略
り
ゃ
く

を
補
ふ
。
差
は
之
を
訂
し
、
誤
は
之
を
弁
ず
。
関
係
す
る

所
有
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
間
に
論
述
を
加
ふ
。
考 こう
拠 きょ
精
確
、
引
証
詳
明
な
り
。
是
に
於
い
て
嚮
者

さ

き

に

紛
紛
た
る
者
統
一
す
る
所
有
り
。
而
し
て
神
祖
の
盛
徳
偉
略
、
歴
々
と
し
て
覩 み

る
べ
し
。
実
に

一
代
の
実
録
た
る
に
足
る
な
り
。
嗚
呼

あ

あ

、
公
の
是 こ

の
書
を
纂 さん
せ
し
む
る
所
以

ゆ

え

ん

は
、
遺
範
を
見
、

此
に
取
則
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
な
り
。
其
の
励
精
治
を
図
る
の
意
、
固 もと
よ
り
言
を
待
た
ず
し
て
知

る
。
而
し
て
子
先
克 よ

く
そ
の
旨
を
奉
じ
、
纂
述
の
功
を
成
す
は
、
其
の
将
順
（
そ
の
通
り
に
従
っ
て

行
う
）

翼
賛
（
力
を
添
え
て
君
主
を
補
佐
す
る
）

の
実
、
亦 ま

た
掩 おお
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
（
あ
き
ら
か
だ
）
。

蓋 けだ
し
成
公
の
志
、
人
に
君 きみ
た
る
の
徳
な
り
。
子
先
の
勉
、
奉
上
の
誠
な
り
。
君
臣
道
合
ひ
、
此

に
盛
挙
有
り
。
豈
に
韙ただ
し
か
ら
ざ
ら
ん
や
（
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
で
は
な
い
か
）
。
今
茲 ここ
に
繕
写
し
て
新
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就
す
。
廣
（
私
は
）

命
を
奉
じ
、
書
の
成
る
所
以
を
述
べ
、
以
て
之
を
序
と
為 な

す
。

享
保
十
七
年

（

一

七

三

二

）

壬
子
臘 ろう
月 げつ
（
陰
暦
十
二
月
・
極
月
）

之
吉

水

戸

府

み

と

ふ

＊

大

井
廣

謹

書

＊
大
井
廣
＝
大
井
松
隣

貞
広
。
京
都
出
身
。
元
禄
九
年
（

一

六

九

六

）

大
串
雪
瀾
に
推
挙
さ
れ
て

水
戸
の
修
史
事
業
に
携
わ
る
。
宝
永
四
年
（

一

七

〇

七

）
水
戸
彰
考
館
総
裁
と
な
り
、

享
保
十
八
年
（

一

七

三

三

）

没
（

五

十

八

歳

）
ま
で
総
裁
を
務
め
る
。
藩
主
綱
條
の
『
大

日
本
史
叙
』
を
代
作
す
る
。
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烈

祖

成

績

序

春
秋
（
中

国
の

史
書

。
ま

た
そ

こ
に

書
か

れ
た

時
代

）

の
義
、
尊
王
為
大
。
国
朝
、
神
武
天
皇
の
鼎
（
都

を
）

を
橿
原
宮
に
定
め
て
よ
り
、
列
聖
相
承
し
、
天 てん
工 こう
に
代
は
り
て
万
機
を
理 おさ
む
（
天
に
代
わ
っ
て

天
下
の
政
治
を
す
る
）
。
律
令
格
式
の
設
、
刑
賞

黜
ち
ゅ
っ

陟
ち
ょ
く
（
功
無
き
を
退
け
功
有
る
も
の
を
登
用
す
る
）

の
典
、

臚 ろ

列 れつ
遺
る
無
し
（
秩
序
正
し
く
上
か
ら
下
へ
す
べ
て
伝
え
ら
れ
た
）
。
庶 しょ
績 せき
咸 かん
煕 き
（
す
べ
て
に
お
い
て
多
く
の
功

績
が
あ
が
る
）
、
天
叙
天
秩
、
粲
然
と
し
て
乱
れ
ず
。
中
葉
に
迨およ
び
、
皇
綱

紐
ち
ゅ
う

解
（
天
子
治
世
が
ゆ

る

む
）

し
、
威
権
下 か

移 い

す
。
遂
に
陪
臣
を
し
て
国
命
を
執
ら
し
む
（
臣
下
の
下
の
家
来
が
国
政
を
と
る
。
下

剋
上
の
世
と
な
る
）
。
君
を
視
る
こ
と
弁 べん
髦 ぼう
（
つ
ま
ら
な
い
も
の
）

の
如
し
。
足
利
氏
、
覇 は

府 ふ

を
京 けい
師 し

に

開
く
と
雖
も
、
権
臣
に
逼 せま
り
、
其
の
哺 ほ

乳
に
ゅ
う

を
仰
ぎ
（
恵
み
を
欲
し
が
る
）
、
身
且 まさ
に
庇 かば
ふ
能 あた
は
ず
。
焉 いず

く
ん
ぞ
能 よ

く
王
を
尊
ぶ
を
得
ん
や
。
唯 ただ
に
尊
ぶ
能 あた
は
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
又
従
ひ
て
之
を
侵 しん
軼 いつ
す
。

鐘
し
ょ
う

簴きょ
設
け
ず
、
鹵 ろ

簿 ぼ

久
し
く
廃
す
（

立

派
な

鍾

の

台
は

設

け

ず
、

天

子

の
行

列

も

永
く

行

わ

れ
な

い

）
。
公

卿
星
散
、
妃 ひ

嬪 ひん
萍 へい
転
、
黍 しょ
離 り

麦 ばく
秀
し
ゅ
う

の
歎
（
亡
国
の
歎
き
。
都
の
跡
が
キ
ビ
畑
麦
畑
に
な
る
の
を
見
る
）

に
幾 ち
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乎 か

し
。
而
し
て
乱
臣
賊
子
、

踵
き
び
す

を
接
し
相
望
む
。
応
仁
以
来
板 はん
蕩 とう
（
乱

世
）

極
ま
れ
り
。
右
大
臣

織
田
公
、
関
白
豊
臣
公
、

粗
あ
ら
あ
ら

尊
王
を
知
る
と
雖
も
、
誠
心
よ
り
出
づ
る
に
非
ず
。
反 かえ
り
て
其
の

私
わ
た
く
し

を
営
み
、
皆
観
る
に
足
る
無
き
な
り
。
神
祖
の
英
武

間
ひ
そ
か

に
出
づ
。
謀
略
神
の
如
し
。
四
方
の

乱
を
戡 かん
定 てい
（

平

定

）

し
、
億
兆
を
焚 ふん
溺 でき
よ
り
極 すく
ふ
。
真
勇
、
大
高
の
城
守
に

彰
あ
き
ら

か
な
り
。
大
義
、

長 なが
湫 くて
の
野
戦
に
伸
ぶ
。
馬
上
、
書
を
購
ひ
、
儒
学
を
興
隆
す
。
天
下
大
定
に
及
び
、
首 かみ
と
し
て
、

諸
侯
を
し
て
王
事
に
服
せ
し
む
。
禁 きん
闕 けつ
を
営
繕
し
、

宮
き
ゅ
う

垣 えん
を
修
築
す
。
膏 こう
腴 ゆ
（
地
味
の
良
い
土
地
）

を
奉
り
、
以
て
祭
祀
を
豊
か
に
す
。
廃
典
を
起
こ
し
、
以
て
旧
規
を
復
す
。
廩 りん
禄 ろく
を
公
卿
に
優 ゆう
に

し
、
湯 とう
沐 もく
を
妃
嬪
に
頒 わか
つ
。
四
海
熢ほう
燧 すい
の
警
（
戦
の
狼
煙
を
警
戒
す
る
）

無
し
。
而
し
て
黎 れい
元 げん
（
万
民
）

枕
を
泰
山
の
安
き
に
奠 お

く
。
又
、
関
白
藤
原
公
と
法
制
を
議 ぎ

定
じ
ょ
う

す
。
綱 こう
挙 きょ
目 もく
張
ち
ょ
う

、
朝
廷

肅
し
ゅ
く

穆 ぼく
（
大

綱
細
目
が
整
い
、
朝
廷
は
穏
や
か
に
な
る
）
。
遂
に
永
世
不
易
の
重
典
を
為
す
。
尊
王
の
挙
、
亦 ま

た
大
な

ら
ず
や
（
な
ん
と
ま
あ
大
で
は
な
い
か
）
。
先
君
成
公
、
臣

覚
に
命
じ
神
祖
の
事
跡
を
編
次
せ
し
む
。
顧 み

る
は
惟 ただ
神
祖
度
量
の
閎こう
、
信
義
の
篤 とく
。
仁
以
て

基
も
と
い

を
立
て
、
智
以
て
衆
を
馭 ぎょ
す
。
英
雄
を
延 えん
欖 らん
（
味
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方
に
引
き
入
れ
る
）

し
、
能 よ

く
一
統
の
業
を
成
す
。
臣
の
庸 よう
虚 きょ
譾せん
劣 れつ
（

取

り

柄

が

な

く

浅

才

だ

）
、
豈 あ

に
能

く
其
の
選
に
応
ず
る
を
得
ん
（
自
分
な
り
に
よ
む
）

や
。
然
る
に
君
命
重
き
に
至
り
、
辞 じ

避 ひ

す
る
を

得
ず
。
退
き
て
近
世
の
諸
書
を

蒐
し
ゅ
う

索 さく
し
、
訳
以
て
之
を
綴
る
。
而
し
て
載
籍
率
を
備
へ
ず
闕 けつ
略
り
ゃ
く

多
し
。
野 や

録 ろく
叢
説
、
真
偽
相
半
ば
す
。
異
同
を
折
衷
し
、
遺
落
を
捃くん
摭せき
す
（

ひ

ろ

い

集

め

る

）
。
一

に
本
書
（
原
典
）

の
有
る
所
に
従
ひ
て
、
敢
へ
て
一
毫 ごう
も
（
ほ
ん
の
少
し
も
）

縁
飾
せ
ず
。
故
に
其
の

文
、
質
に
し
て
俚
な
り
。
朴
に
し
て
陋 ろう
な
り
。
努
め
て
核
実
を
使
ひ
、
以
て
史
臣
の
采
択
に
備

ふ
る
の
み
。
君
臣
父
子
に
於
い
て
、
彛い

倫 りん
（
人
の
道
）

叙
す
る

攸
と
こ
ろ

、
将
帥
偏 へん
裨 ぴ

、
安
危
繋
ぐ
所
に

至
れ
ば
、
則
ち
間
に
己
の
意
を
付
し
、
以
て
之
を
提 てい
撕 せい
（

は

っ

き

り

わ

か

ら

せ

る

）

し
、
亦
た
観
る

者
に
注
意
せ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
嚮
者

さ

き

に

試
み
に
一
巻
を
撰 せん
し
、
以
て
進
止
を
取
る
。
公
、
之
を

覧
じ
て
曰
は
く
、
可
な
り
と
。
名
を
賜
ひ
て
烈
祖
成
績
と
曰 い

ふ
。
太
申
曰
は
く
、
乃 だい
（

こ

こ
で
は

尊
称
）

烈
祖
を
視
る
に
時
と
し
て
予 よ

怠 たい
無
し
（
少
し
も
怠
る
こ
と
が
な
い
）

と
。
君
牙
曰
は
く
、
乃 だい
祖
・

乃 だい
父
の
世
を
惟 おも
ふ
に
、
忠
貞
に
篤
く
、
王
家
に
服
労
す
と
。
其
れ
成
績
、
太 たい
常
じ
ょ
う

に
紀 しる
す
有
り
。



烈祖成績（序） 8

其
の
義
蓋 けだ
し

諸
も
ろ
も
ろ

此
れ
に
取
る
な
り
。

亡

何

い
く
ば
く
も
な
く
し
て

公
薨
り
、
悲 ひ

哽 こう
嗚
咽
。

幾
ほ
と
ん
ど

巻
を
廃
す
る
に
至

り
て
、
之
を
嗣
君
に
献
じ
、
以
て
公
の
志
を
遂
げ
ん
と
欲
す
。
臣
残 ざん
喘 ぜん

幾
い
く
ば
く

も
無
し
（
余
命
は

少

な

い

）
。
唯
だ
旦 たん
暮 ぼ
（

朝

夕

）

地
に
入
る
を
恐
る
。
故
に
兼 けん
程 てい
（

急

ぐ

、

一

日

で

二

日

分

す

す

む

）

功
を
課

し
、
夜
以
て
昼
に
継
ぐ
。
凡
そ
寒
暑
を
五
閲 えつ
（
数

え

る
）

し
て
成
る
。
釐 り

正 せい
（

き
ち

ん

と
纏

め
る

）

十

五
巻
を
為
す
。
繕
写
し
て
進
呈
す
。
僭
越
の
罪
、
既
に
逭のが
る
ゝ
所
無
く
し
て
、
踈 そ

謬
び
ゅ
う

の
責
、
深

く

譏
そ
し
り

を
貽 のこ
す
を
畏 おそ
る
。

矧
い
わ
ん

や
夫 そ

れ
神
祖
基
業
の
大
、
覶ら

縷 る
（

細

か

く

破

れ

る

）

す
べ
か
ら
ず
と
雖

も
、
文
教
武
徳
、
号
を
発
し
令
を
施
す
、
一
に
仁
を
以
て
本
と
為
す
。
故
に
、
恵 けい
沢 たく
八 はっ
荒 こう
（
世
界

中

）

を
被 おお
ひ
、
福 ふく
祚 そ

万
世
に
流
る
。
臣
（

私

）

の
瑣 さ

微 び
（

非

力

）
、
豈
に
敢
て
管 かん
窺 き

蠡 れい
測 そく
（

狭

い
視
野

で
大

き
な

も
の

を
見

る
）

し
て
盛
業
を
闡 せん
揚 よう
（
明

ら
か

に
す

る
）

せ
ん
や
。
唯
だ
尊
王
の
義
を
繹 えき
（
吟

味

す
る
）

し
、
以
て
巻
首
に
弁
ず
る
の
み
。
尊
王
は
太
平
の
基
を
開
き
、
義
公
（
水
戸
光
圀
）
、
肅
公
（
水

戸

綱
條

）

の
蒙 もう
士 し
（

無

知

の

人
）

を
訓 くん
誨 かい
す
る
所
以
な
り
。
臣

亦
た
竊 ひそ
か
に
聞
く
に
与 あず
か
る
（

謙
遜
表

現
。
遠
く
の
席
で
聞
き
協
力
す
る
）
。
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享
保
十
七
年

（

一

七

三

二

）

歳
次
壬
子
臘
月
穀
日
（
吉
日
）

＊

臣

安
積
覚
拝
手
稽 けい
首 しゅ
謹
叙

＊
臣
安
積
覚
＝
水
戸
藩
士
。
こ
の
『
烈
祖
成
績
』
の
著
者
。
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烈

祖

成

績

序

我
が
水
府
成
公
、
嘗
て
府
臣
安
積
覚

に
命
じ
、
群
書
を
採
択
せ
し
む
。
神
祖
の
紀
に
徴
す
る
（
あ

ら
わ
す

）

は
録
し
て
烈
祖
成
績
と
為
す
。
年
を
歴へ

て
成
る
。
頼
寛
（
私

）

乃
ち
得
与
寓 ぐう
目 もく
す
。
頼
寛

幼
く
し
て
外
伝
に
就 つ

き
、
既
已
に
し
て
国
家
治
平
を
習
聞
す
。
神
祖
の
功
業
に
与 あず
か
れ
ど
も
、
然 しか

る
童
心
に
未
だ

審
つ
ま
び

ら
か
な
ら
ず
。
其
の
故
に
謂 おも
ふ
、

古
い
に
し
え

亦
此 かく
の
如
し
と
。
志
学
（

十

五

歳

）

に

至
る
に
及
び
、
乃
ち

益
ま
す
ま
す

国
史
・
野 や

乗
じ
ょ
う

の
録
す
る
所
を
読
み
、
然
る
後
に
其
の
詳
を
歴
観
す
。
蓋 けだ

し
吾
が
東
方
、
載 さい
籍 せき
以
来
二
千
有
余
年
。
其
の
間
、
盛
衰
善
敗
多
か
ら
ず
と
為
さ
ず
。
而
し
て

天
運
歴
数
の
帰
す
る
所
、
至 し

治 ち

和
平
の
成
る
所
、
実
に
未
だ
嘗
て
今 い

時 ま

よ
り
盛
ん
な
る
者
有
ら

ざ
る
な
り
。
今
又 また
此
の
録
の

詳
つ
ま
び

ら
か
に
す
る
所
を
仰
ぎ
観
る
に
、

自
お
の
ず
か

ら
夫
れ
聡
明
神
武
以
て
乱

を
遏 とど
め
四
方
を
略
（

奪
い

取

る

）

し
、
兆
民
に
丕 ひ

応 おう
す
（

万
民

に

ゆ

っ
た

り

と

対
す

る

）
。
曁 き

に
率 そっ
俾 ぴ

す

る
や
（

そ
の

時
が

来

る
と

）
、
大
統
（

権

力
）

既
に
集
ま
り
、
以
て
天
下
を
創
制
す
。
乃
ち
諸
侯
を
選

建
し
、
百
ひ
ゃ
く

姓 せい
を
底 てい
綏 すい
（
落
ち
着
か
せ
る
）
す
。
昭
々
た
る
や
、
日
月
を
掲
ぐ
る
が
如
し
。
三
代
の
徳
、
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以
て
尚 くわ
ふ
る
こ
と
無
し
と
雖
も
、
豈
に
大
な
ら
ざ
ら
ん
や
。
爾 じ

来 らい
国
家
承
継
、
重
ち
ょ
う

煕 き

累 るい
洽 こう
（
徳
有

る
君
主
が
次
々
と
位
を
継
ぐ
）
、
今
に
於
い
て
期
民
（
時
の
民
）

を
し
て
皞 こう
々 こう
如 じょ
（
明
る
く
朗
ら
か
な
さ
ま
）

た
ら
し
む
。
太
平
の
域
は
、
夫
れ
厥 そ

の
孫 そん
謀 ぼう
を
詒 のこ
し
（
子
孫
の
た
め
に
よ
い
謀
を
の
こ
す
）
、
克 よ

く
祚 そ

胤 いん

（
子
孫
の
幸
せ
）

を

昌
さ
か
ん

に
す
る
に
非
ざ
る
は
莫
し
（
盛
ん
に
す
る
も
の
な
の
だ
）
。
則
ち
宜 むべ
な
る
か
な
（
も

っ
と
も
だ
な
あ
）

。
度
越
終
古
（
並
外
れ
た
偉
業
が
ず
っ
と
続
く
）
、
今 い

時 ま

の
盛
を
致
す
な
り
。
夫
れ
神
祖

の
基
と
す
る
所
、
国
家
の
承 う

く
る
所
、
既
已
に
し
て
此
の
如
し
。
我
が
水
府
の
若 ごと
き
は
、
乃
ち

分
物
胙 そ

土 ど
（
封
土
を
与
え
る
）
、
侯
を
し
て
東
せ
し
む
る
に
至
り
、
亦
其
の
維 い

城
じ
ょ
う

の
衛
、
盤 ばん
石
じ
ゃ
く

の
固
、

以
て
其
の
度
世
を
謹
み
て
蕃 はん
輔 ぽ
（
補
佐
役
）

と
為
る
。
遂
に
又
其
の
親
親
（
両
親
）

の
恩
寵
、
秩 ちつ
推

す
所
、
以
て
我
が
君
侯
に
及
べ
ば
、
則
ち
不
肖
若
頼
寛

尚
亦
、
幸
に
し
て
定 てい
省 せい
の
職
を
奉
ず
る
を

得
（
孝

養
を

尽
く

す

立
場
を

得
る

）
、
以
て
国
籍
に
通
ず
。
孰 たれ
か
在
天
の
命
を
対 たい
揚 よう
せ
ず
し
て
尊
尊
の

忠
に
倣 なら
ふ
者
な
ら
ん
や
。
是
れ
、
豈
に
唯 た

だ
に
頼

寛

等
の
み
な
ら
ん
や
。
凡
そ
天
下
兆
民
百
姓
の
、

今
時
の
盛
に
遭
遇
す
る
者
、
皆
爾 しか
り
（
そ
う
だ
）

。
豈
に
唯
だ
に
今
時
の
み
な
ら
ん
や
、
萬
よ
ろ
ず

斯 し

年 ねん
と
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雖
も
、
苟
い
や
し

く
も
其
の
沢 たく
を
沾 てん
潤
じ
ゅ
ん

す
る
者
、
皆
爾 しか
り
。
惟
だ
に
是
れ
夫 そ

の
日
用
（
生
活
）

の
み
な
ら

ん
や
。
知
ら
ず
し
て
亦
た
必
ず
謂
ふ
、

古
い
に
し
え

亦
此
の
如
し
と
。
紀
載
有
ら
ざ
れ
ば
誰
か
能
く
夫 そ

の

功
業
の
大
、
明
徳
の
遠
を

与
あ
ず
か

り
知
ら
ん
や
。
則
ち
亦
、
成
公
の
志
と
此
の
録
と
、
倶 とも
に
之
を
永

世
無
窮
に
伝
ふ
。
知
る
べ
き
な
り
。
頼
寛

乃
ち
敢
へ
て
尊
奉
の
意
を
述
べ
、
以
て
其
の
端 たん
を
付
し

云
ふ
の
み
。

享
保
甲
寅
春
二
月
（
享
保
十
九
年

一

七

三

四

）
＊
守

山

世

子

源
頼

寛

謹

序

＊
守
山
世
子
源
頼
寛
＝
守
山
藩
の
世
子
。
守
山
藩
は
陸
奥
国
田
村
郡
、
常
陸
国
茨
城
郡
・
行

方
郡
・
鹿
島
郡
に
お
い
て
二
万
石
を
領
し
た
藩
。
藩
主
は
松
平
氏
。
初

代
藩
主
松
平
頼
貞
の
父
頼
元
は
水
戸
藩
主
徳
川
頼
房
の
四
男
。
元
禄
十

三
年
（

一

七

〇

〇

）

頼
貞
が
将
軍
綱
吉
よ
り
前
記
田
村
郡
ほ
か
二
万
石
を

与
え
ら
れ
、
守
山
藩
が
成
立
し
た
。
頼
寛
は
頼
貞
の
世
子
。
つ
ま
り
守

山
藩
の
二
代
目
と
な
る
。
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烈
祖
成
績
凡
例

一

参
河
基
業
は
道
甫
公
（
清
康
）
に
盛
ん
に
し
て
、
変
に
遭
い
中
衰
す
。
道
幹
公
（
広
忠
）

恢
復

か

い

ふ

く

の

功
有
り
。
故
に
二
公
の
事
を
述
ぶ
。
其
の
梗
概
を
見
る
に
、
天
文
二
十
年
に
至
り
、
方まさ
に

年
号
を
掲
げ
、
以
て
専
も
っ
ぱ

ら
神
祖
の
事
跡
を
繋
ぐ
。

一

事
標
毎
に
其
の
出
処

遇
た
ま
た
ま

異
同
有
ら
ば
、
則
ち
諸
書
を
参
覈

さ

ん

か

く

（

調

べ

る

）

し
、
其
れ
を
択えら
ぶ
。

可
な
る
は
之
を
書
き
て
、
下
誤
は
之
を
訂
す
。
複
す
る
者
・
削
る
者
併
存
し
、
以
て
考
察

に
備
ふ
。

一

凡
そ
名
諱

め

い

き

以
て
公
称
す
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
俗
間
、
之
を
諱 い

む
を
知
ら
ず
。
名
を
呼
び
公

と
称
す
る
を
以
て
美
と
為
す
。
信
長
公
・
秀
吉
公
の
如
き
は
是
な
り
。
是
れ
、
以
て
其
の

実
を
見
る
こ
と
無
く
、
今
一
に
本
書
（
原
典
、
諸
家
の
記
録
な
ど
）

に
従
ふ
に
如し

か
ず
。

一

凡
そ
将
士
系
譜
有
り
。
考
ず
べ
き
は
、
其
父
祖
を
略
書
し
以
て
家
世
（
家
の
尊
卑
・
地
位
）

を

見
る
。
姓
名
称
号
を
更か

ふ
る
こ
と
有
る
は
、
其
の
下
に
注
す
。
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一

凡
そ
叙
任
の
諸
書
、
明
文
有
る
は
皆
年
月
を
繋
ぎ
、
之
を
書
く
。
蓋
し
喪そう
乱らん
（
世
が
乱
れ
る
）

の
世
、
王
室
振ふる
は
ず
。
群
雄
官
爵
を
僭
称
す
。
陪
臣
に
至
り
亦
然
り
。
即
ち

如
か
く
の
ご
と
し

。
神
祖

永
禄
九
年
、
始
め
て
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
参
河
守
に
任
ぜ
ら
る
。
九
年
以
前
、
群
臣
安いず
く

ん
ぞ
官
爵
有
る
を
得
ん
や
。
本
多
忠
勝
中
務
大
輔
に
任
ぜ
ら
れ
、
榊
原
康
政
式
部
大
輔
に

任
ぜ
ら
る
る
が
如
き
は
、
天
正
十
四
年
に
在
り
。
皆
諸
書
追
書
す
る
所
な
り
。
列
国
の
群

臣
、
濫
冒

ら

ん

ぼ

う

（
む

や

み
に

多

い

）

疑
ふ
べ
く
無
き
は
、
之
を
刪けず
る
。
真
偽
弁
ず
べ
か
ら
ざ
る
は
、

一
に
本
書
の
有
る
所
に
従
ひ
、
之
を
書
く
。

一

凡
そ
将
士
の
称
号
官
名
は
、
初
出
を
書
く
。
而
し
て
下
の
皆
之
を
省
く
。
卒
す
る
に
及
び
、

称
号
及
び
官
を

備
（
つ
ぶ
）

さ
に
書
き
、
以
て
其
の
始
終
を
見
る
。
然
る
に
将
士
浩
繁
に
し
て
、
点

検
に
称
号
を
失
ひ
、
畳
出
す
る
者
有
る
を
恐
る
。
又
、
同
時
に
同
姓
名
有
る
は
、
松
平
家

忠
三
人
、
甚
太
郎
、
主
殿
頭
、
紀
伊
守
な
り
。
松
平
康
親
二
人
、
筑
後
守
、
周
防
守
な
り
。

酒
井
忠
勝
二
人
、
宮
内
大
輔
、
讃
岐
守
な
り
。
称
号
官
名
を
繋
が
ざ
れ
ば
則
ち
混
淆
弁
じ
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難
し
。
故
に
備
書
し
て
之
を
別
つ
。

一

凡
そ
官
爵
は
、
姓
名
の
上
に
繋
ぐ
が
定
式
な
り
。
慶
長
十
年
の
叙

仕
（
任
）

に
、
侍
従
下
野
守
忠

吉
、
上
総
介
忠
輝
と
書
く
が
如
き
は
是
な
り
。
井
伊
直
政
・
直
孝
父
子
は
井
伊
侍
従
と
書

き
、
吉
良
義
弥
は
吉
良
侍
従
と
書
く
が
如
き
は
、
正
式
に
非
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
、
当

時
称
す
る
所
、
輒
す
な
わ

ち
（
そ
の
た
び
に
）

改
む
る
を
得
ず
し
て
、
皆
本
書
に
従
ふ
。

一

戦
闘
の
事
実
、
伝
聞
よ
り
出
づ
る
者
有
り
。
愛
憎
よ
り
出
づ
る
者
有
り
。
記
者
不
一
に
し

て
、
傳
会
忖
度

そ

ん

た

く

（
推
測
す
る
）
、
往
々
に
真
を
失
ふ
。
＊

魏
呉
の
合
肥
、
赤
壁
の
攻
戦
の
如
し
。

＊

孫
盛
異
同
評
有
り
。
盛
、
魏
武
（
曹
操
）

と
相
去
る
こ
と
纔
わ
ず
か

に
七
十
余
年
。
載
籍
粗
備
に

し
て
、
＊

乖
□

か

い

れ

い

（
離
れ
ま
が
る
）

此
の
如
し
。
況
ん
や
、
今
神
祖
の
世
を
距
つ
る
こ
と
百
二
十

年
、
是
非
貿
乱
（
見
え
な
い
）
、
叢
脞

そ

う

さ

（
こ
ま
ご
ま
し
て
ま
と
ま
り
が
な
い
）

重
沓

じ
ゅ
う
と
う

。
釐り

正せい
（
改
正
）

を
加
ふ
と
雖
も
、
未
だ
爽
誤

そ

う

ご

（
二
つ
に
割
れ
る
）

を
免
か
れ
ず
。
後
の
君
子
、

庶
こ
い
ね
が
わ

く
は
之
を

鑑
裁
せ
よ
。
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＊
魏
呉
の
合
肥
赤
壁
の
攻
戦
＝
魏
は
中
国
漢
時
代

末
期
、
曹
操
が
支
配
し
た
国
。
呉
は
同
時
代
の
孫

権
が
支
配
し
た
国
。
合
肥
・
赤
壁
、
い
ず
れ
も
攻

争
の
く
り
か
え
さ
れ
た
激
戦
地
。

＊
孫
盛
＝
晋
の
人
。
歴
史
家
。
『
三
国
志
』
の
注
、

異
聞
を
多
く
集
め
た
。

＊
□
＝
執
に
皿
、
更
に
執
の
上
部
に
幺
が
つ
く
。
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烈
祖
成

績
目
録

巻

之

一

起

天

文

二

十

年(

一
五
五
一)

終

永

禄

五

年
（
一
五
六
二
）

九

月

巻

之

二

永

禄

六

年
（
一
五
六
三
）

至

十

二

年
（
一
五
六
九
）

巻

之

三

元

亀

元

年
（
一
五
七
〇
）

至

天

正

三

年
（
一
五
七
五
）

巻

之

四

天

正

四

年
（
一
五
七
六
）
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至

十

年
（
一
五
八
二
）

巻

之

五

天

正

十

一

年
（
一
五
八
三
）

至

十

七

年
（
一
五
九
〇
）

巻

之

六

天

正

十

八

年
（
一
五
九
一
）

至

文

禄

元

年
（
一
五
九
二
）

巻

之

七

文

禄

二

年
（
一
五
九
三
）

至

慶

長

四

年
（
一
五
九
九
）

巻

之

八

慶

長

五

年
（
一
六
〇
〇
）

正

月
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至

其

年

八

月

巻

之

九

慶

長

五

年

八

月

至

其

年

九

月

巻

之

十

慶

長

五

年

九

月

至

其

年

十

二

月

巻

之

十

一

慶

長

六

年
（
一
六
〇
一
）

正

月

至

十

五

年
（
一
六
一
〇
）

十

二

月

巻

之

十

二

慶

長

十

六

年
（
一
六
一
一
）

正

月
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至

十

九

年
（
一
六
一
四
）

九

月

巻

之

十

三

慶

長

十

九

年

十

月

至

其

年

十

一

月

巻

之

十

四

慶

長

十

九

年

十

二

月

至

元

和

元

年
（
一
六
一
五
）

五

月

巻

之

十

五

元

和

元

年

五

月

至

二

年
（
一
六
一
六
）

四

月
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烈

祖

成

績

引

用

書

目

東

照

宮

年

譜

東

照

宮

年

譜

附

尾

東

照

宮

遺

訓

創

業

記

三

河

物

語

三

河

記

参

河

後

風

土

記

駿

府

記

徳

川

記

一

本

徳

川

記

抄

徳

川

歴

代
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徳

川

家

譜

増

補

追

加

家

忠

日

記

松

栄

紀

事

大

樹

寺

記

三

遠

平

均

記

東

宮

記

徳

川

代

々

記

中

興

源

記

秀

康

事

蹟

三

方

原

合

戦

記

岡

崎

物

語

源

流

綜

貫
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近

代

諸

士

伝

略

彰

考

館

雑

録

古

簡

雑

纂

南

行

雑

録

人

績

南

行

雑

録

甲

陽

軍

鑑

甲

乱

記

浅

井

軍

記

織

田

家

譜

信

長

記

見

行

本

織

田

本

京

都

将

軍

譜

信

長

譜
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秀

吉

譜

太

閤

記

伊

勢

国

司

軍

記

朝

鮮

征

伐

記

筑

紫

軍

記

細

川

系

譜

家

伝

録

鳥

居

家

伝

安

倍

家

伝

鈴

木

重

好

伝

小

幡

景

憲

紀

事

小

幡

道

牛

事

歴

小

幡

景

憲

伝
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藤

堂

高

虎

行

状

松

平

忠

明

行

状

水

野

勝

成

事

記

和

州

諸

将

軍

伝

難

波

戦

記

一

本

難

波

戦

記

大

坂

記

大

坂

事

記

大

坂

軍

記

難

波

記

難

波

軍

記

大

坂

陣

冬

夏

事

記
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浪

花

戦

記

若

江

合

戦

記

亀

田

大

隅

事

記

渡

邉

誰

庵

事

記

小

笠

原

久

俊

自

記

大

坂

首

帳

羅

山

文

集

鵞

峰

文

集

秦

湘

行

記

木

曽

路

記

武

家

盛

衰

記

東

国

太

平

記



烈祖成績（序） 27

前

車

後

語

集

元

寛

日

録

岩

淵

夜

話

玉

滴

隠

見

老

人

雑

話

勇

士

一

言

集

播

州

青

蓮

寺

記

諸

寺

過

去

帳

播

州

班

鳩

寺

三
州
和
田
妙
国
寺

諸

家

伝

小

笠

原

忠

真

碑

文

主

図

合

結

記

諸

国

城

主

記
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諸

家

文

書

纂

松

平

系

図

大

草
福

釜

五

井
桜

井

藤

井

増

上

寺

所

蔵

松

平

譜

諸

家

系

図

家

譜

松 安
倍

源

氏
杉

浦

鈴

木

佐
久
間

大

久

保
久

田 菅
沼

酒

井
野

中

本

多
成

瀬

高

力
武

田

高

梨
植

村

浅

野
真

奥

平

松

田

北

條

菅

原

阪

崎

堀

田

桑

山

水

谷

新

荘

保

田

片

倉

斯

波

戸

田

大

友

伊

王

野

三

代

実

録

清

和

紀

延

喜

式

公

卿

補

任
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武

家

叙

任

倭

名

類

聚

集

拾

芥

抄

東

鑑

梅

花

無

尽

蔵

国

朝

諌

諍

録

抱

朴

子

焦

氏

易

林

懲

毖

録

明

紀

事

本

末

総

計

一

百

十

六

部



烈祖成績（序） 30

烈
祖
成
績
引
用
書
目

終


